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第８章
比較（１）
第９章
比較（２）

第１０章
仮定法

第１１章
否定

第１章から
第１１章までの
復習

第２章
不定詞

第３章
動名詞

第４章
分詞

第５章
助動詞

第６章
主述関係

第７章
関係詞

英語の背景にある論理展開を理解し、それによって思考し、判断ができる。

第１章
It構文

・課題の取り組み状況

・小テスト等の結果
・言語活動の取り組み状況

①学習の目標

日常的な話題について、情報や考えなど伝えたいことを英語で話したり、書いたりして表現する。

コミュニケーションに関心を持ち、英語で書く言語活動を積極的に行い、コミュニケーションを図ろうとする。

　基本的に次の項目を総合して評価する。
　（１）定期考査の結果
　（２）課題の取り組み状況
　（３）小テスト・確認テスト等の結果

英語科

履修学年 類型

科 目 名 英語ベーシック

評価の方法など（観点項目を記入）

（３）技能　【技】

⑤評価の方法
コミュニケーションを実現するために必要な構文・語彙の使い方を理解している。

必修授 業 形 態
副 教 材 等 英語の構文150　標準問題演習

④評価の観点

  日常的な話題について、聞いたことや読んだことを理解し、情報や考えなどを英語で話したり書いたり
して
②学習内容と授業の進め方
（１） 英文の構造及び情報を理解し、自分の考えや意見を整理して書ける力を習得する。
（２）特に、問題演習・エッセイライティングに取り組むことを通して「書く技能」の伸長を図る。
③学習に当たっての留意点

英語の構文150（美誠社）

単元名

（１）関心・意欲・態度　【関】

　（４）言語活動の取り組み状況
⑥授業計画

（１）参考書・辞書等を活用した予習をして授業に臨み、学習内容を理解するように努めること。
（２）家庭学習等で学習内容の定着を図ること。

・不定詞を含む重要構文

・不定詞に関わるイディオム

１５課～１８課

・動名詞に関わるイディオム

教科名 外国語

２年
単位数

教科書

２単位

科目の目標
  さまざまな分野の英語を通じて４技能（聞く・書く・読む・話す）のバランスのとれ
た、よりハイレベルな英語力の向上を目指す。

７課～１４課

１課～６課 ・前期中間考査の結果

・形式主語を含む重要構文

・形式目的語を含む重要構文

（４）知識・理解　【知】

（２）思考・判断　【思】

具体的な学習内容

・助動詞を含む重要構文

２４課～２８課

・助動詞に関わるイディオム

２９課～３５課

・知覚動詞・使役動詞を含む重要構文

１９課～２３課

・分詞を含む重要構文（分詞構文・独立分詞構文）

・分詞に関わるイディオム

・原級を含む重要構文

・比較級を含む重要構文

・There構文

・分詞を含む構文（付帯状況など）

３６課～４４課

・関係代名詞 "what"を含む重要構文

・関係詞の非制限用法

・否定語を使わない否定表現

・動名詞を含む重要構文

・前期期末考査の結果

・課題の取り組み状況

６２課～６８課

・否定語・準否定語を含む重要構文

・部分否定と全体否定

・センター試験対策問題演習

・エッセイ・ライティング演習

・比較表現に関わるイディオム

５６課～６１課

・仮定法過去・仮定法過去完了を含む重要構文

・"if"節のない仮定法の表現

・仮定法を含む慣用表現

・関係詞に関わるイディオム

４５課～５３課

・後期期末考査の結果

・課題の取り組み状況

・小テスト等の結果
・言語活動の取り組み状況

・小テスト等の結果
・言語活動の取り組み状況

・後期中間考査の結果

・課題の取り組み状況

・小テスト等の結果
・言語活動の取り組み状況
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